






■ ディップスイッチ設定

■停電 / 復電後の動作

■室内ユニットのアドレス設定により、室内ファンと室外圧縮機の順次起動制御が可能です。

室内ユニット復電時の動作機　能
設定(SW1)(注4)

電源発停（注1, 2, 3）
停電自動復帰（注3）

（注1）室外ユニットの電源は、しゃ断しないでください。
室外ユニットのクランクケースヒータ電源がしゃ断されてしまうため、復電後運転させた場合に圧縮機の故障につながる
可能性があります。

（注2）ドレンポンプかつ加湿器搭載機種は対応できません。室内の水漏れの原因になります。
（注3）SWCがOFF設定されている場合、使用可能です。
（注4）グループ内の全室内ユニットのディップスイッチ設定が必要です。

電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず、約5分後に運転開始
電源を切る（停電する）前に運転していた場合は、約5分後に運転開始
電源を切る（停電する）前の状態にかかわらず停止のまま
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ON
OFF
OFF

〈停電後の動作〉    
　■手元リモコンでご使用される場合、停電時間により下記の動作をマイコンで自動的に行います。
　　●室内ユニット  
　　　・短い停電＝６～２００ｍｓ（６ｍｓ以下は検知せず） 
  　復電後、即停電前状態に自動的に戻ります。（標準装備）
　　　・通常の停電＝２００ｍｓ以上 
  　復電後、「発停」機能の設定に従い運転します。
　　●室外ユニット  
　　　・短い停電＝６～２００ｍｓ（６ｍｓ以下は検知せず） 
  　復電後、即停電前状態に自動的に戻ります。（標準装備）
  　※圧縮機は、３分再起動になります。
　　　・通常の停電＝２００ｍｓ以上 
  　復電後、室内ユニットの指令に従い運転します。
　　注１：遠方操作（レベル入力）でご使用される場合、復電後も遠方操作入力の状態に従いますので、上記マイコンによる
　　　　　自動制御は無効です。　
　　注２：上記停電後の動作は、電源電圧１００％降下時の動作です。

〈ご注意〉
　　次の場合、「停電自動復帰」が無効です。
　　　●室内基板のSWC=0Nに設定されている場合（レベル入力時）
　　　　遠方操作設定されている場合、室内基板へのレベル入力に従います。サーモON/OFFは、復電後の条件にて判定します。

　　●CN32が「遠方」に設定されている場合（レベル入力時）
　　　遠方操作設定されている場合、室内基板へのレベル入力に従います。サーモON/OFFは、復電後の条件にて判定します。

●リモコン／遠方操作から運転指令をした場合の順次起動時間

（注1）親機は、設定されたアドレスに関係なく順次起動時間は0秒です。
（注2）リモコン／遠方操作から運転指令をした場合の順次起動時間の最大は8秒です。

室内ユニット（アドレス）
ファン／圧縮機
順次起動時間（注1）（注2）

01

0.5秒

02

1秒

17

0.5秒

16

8秒

50

1秒

・・・

・・・

・・・

・・・

 2） 電源発停

 3） 順次起動

■ CN52 を用いる場合

●中間容量デマンド操作

 4） デマンド操作
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■ CN52 を用いる場合

●中間容量デマンド操作

 4） デマンド操作
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■残留排除

■霜取時・異常時

5） FAN制御

室内スイッチSW3-6：OFFのとき、暖房時（別売部品の接続・設定に関わらず）のみ、SW3-6：ONのとき、
全モードでファン残留運転をします。

室内スイッチ
室内スイッチ

スイッチ

■外部サーモを使用する場合
外部サーモ入力接続

必ず、M制御用遠方表示キット（PAC-CG92HK）をご使用ください。

現地の外部サーモによる温度調節を選択した場合は、下表の所定のサーモ接続用端子にサーモ入力配線を接続
してください。（例として室内基板が3枚の場合を示します。）

注．外部サーモ入力接続について、下記の点にご注意ください。
• 外部サーモ入力は、無電圧のレベル入力とし、微小電流用接点を使用してください。
微小電流用接続以外のものを接続した場合、接点の劣化によって信号が伝達されずにユニットが運転しな
い、あるいは停止しないことがあります。

• 冷房・暖房運転は、上表の外部サーモの動作順序に従って圧縮機（室外ユニット内）が動作します。

6） その他

各制御基板上のディップスイッチ
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■外部サーモを使用する場合
外部サーモ入力接続

必ず、M制御用遠方表示キット（PAC-CG92HK）をご使用ください。

現地の外部サーモによる温度調節を選択した場合は、下表の所定のサーモ接続用端子にサーモ入力配線を接続
してください。（例として室内基板が3枚の場合を示します。）

注．外部サーモ入力接続について、下記の点にご注意ください。
• 外部サーモ入力は、無電圧のレベル入力とし、微小電流用接点を使用してください。
微小電流用接続以外のものを接続した場合、接点の劣化によって信号が伝達されずにユニットが運転しな
い、あるいは停止しないことがあります。

• 冷房・暖房運転は、上表の外部サーモの動作順序に従って圧縮機（室外ユニット内）が動作します。

6） その他

各制御基板上のディップスイッチ
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■外部出力信号の配線例
●ユニットの運転状態信号を外部に取出す場合

外部接点出力端子は、別売「M 制御用遠方表示キット（PAC-CG92HK)」を組込むことにより室内ユ
ニットの電気品箱内に設けることができます。（必ず、M 制御用遠方表示キット（PAC-CG92HK）を
ご使用ください。）
運転表示や現地機器とのインターロック等、出力信号を外部に取出す場合は、下表の端子への接続要領
を参考に配線接続してください。

注 . 外部接点出力の接続について、下記の点にご注意ください。

■各出力接点は、無電圧接点です。継電器接続時等の接点への印加電圧は、AC200V,1A 以下としてください。
■表中の接続端子は、各室内ユニット電気品箱内の端子台番号です。
■ L1 ～ L5 はリレーを示します。（現地手配）

各出力のタイミングチャート例

（注）運転（XA）

ファン異常

出力は、運転指令入力後最大1秒程度の遅延時間を要する場合があります。

ファン異常
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各出力のタイミングチャート例

（注）運転（XA）

ファン異常

出力は、運転指令入力後最大1秒程度の遅延時間を要する場合があります。

ファン異常
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●加湿器出力

MEES14W013.book  164 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分

Ｎｏ.１制御基板

Ｎｏ.２制御基板

Ｎｏ.３制御基板

●蒸気温水コイル出力

スイッチ

Ｎｏ.  １制御基板

Ｎｏ.  ２制御基板

Ｎｏ.  ３制御基板

ディップスイッチ

ディップスイッチ
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●蒸気温水コイル出力

スイッチ

Ｎｏ.  １制御基板

Ｎｏ.  ２制御基板

Ｎｏ.  ３制御基板

ディップスイッチ

ディップスイッチ
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●霜取運転出力

霜取運転出力コネクタ（PAC-CB26DC)

霜取運転出力コネクタ（PAC-CB26DC)

霜取運転出力コネクタ（PAC-CB26DC)

MEES14W013.book  166 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分

Ｎｏ.１制御基板

Ｎｏ.２制御基板

Ｎｏ.３制御基板

●入出力信号用コネクタを使用した各種制御（各種オプションによる接続）
(1) P280・335・400・450・500 形の場合

配線接続例

分類 使　　　用　　　用　　　途 機　　　能 使用端子*1

*1 詳細は配線接続例を参照してください。

使用
オプション

入力

室外ユニットへの外部からの入力により、冷暖房
運転の禁止（サーモ OFF）制御をする方法

* 冷媒系統毎のデマンド制御として使用可能

デマンド ( レベル )

CN3D*2

*2 詳細は次ページ、デマンド制御概要を参照してください。

外部入力用
アダプタ
(PAC-SC36NA)

室外ユニットへの外部からの入力により、室外ユニッ
トの低騒音運転を行います。

* 冷媒系統毎の低騒音運転として使用可能

低騒音モード（レベル）
*3*4

*3 低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.800）が OFF のときに有効となります。   スイッチ設定
（No.800）が ON の場合は低騒音モード入力および、デマンド入力により 4 段階のデマンド制御が可能です。  同一
冷媒回路系の室外ユニット台数が 2 台の場合は、8 段階デマンド制御が可能です。 同一冷媒回路系の室外ユニット台
数が 3 台の場合は、12 段階デマンド制御が可能です。

*4 低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.784）にて　OFF : 能力重視／ ON : 静音重視の切換えが可能
です。  

スノーセンサからの降雪信号をうけて、強制的
に室外ユニットを送風運転します。*5

*5 同一システムに複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニットごとの設定 ( 信号入力 / 出力 ) が必要になります。

スノーセンサ信号入力
（レベル）

CN3S

アクティブフィルタの運転確認信号を入力 アクティブフィルタ
運転信号入力

CNAF －

出力
室外ユニットから外部へ信号を取出す方法

* 運転状態の表示装置として使用可能
* 外部機器との連動制御として使用可能

圧縮機運転状態 *5

CN51
外部出力用
アダプタ
(PAC-SC37SA)異常状態*6

*6 同一冷媒回路系統に複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニット (OC) から外部へ信号を取出してください。

■CN51

■CN3D

■CN3S

室外
制御基板

アダプタ
(PAC-SC37SA)

室外

室外

(PAC-SC36NA)

(PAC-SC36NA)

CN51

CN3D

X Y

X

X

Y

CN3S

S
S
X,Y

L1 L2

リ
レー

電
源

( )

( )

Y
X

SW1 SW2

X Y

（b） 室外ユニットのシステム制御
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●入出力信号用コネクタを使用した各種制御（各種オプションによる接続）
(1) P280・335・400・450・500 形の場合

配線接続例

分類 使　　　用　　　用　　　途 機　　　能 使用端子*1

*1 詳細は配線接続例を参照してください。

使用
オプション

入力

室外ユニットへの外部からの入力により、冷暖房
運転の禁止（サーモ OFF）制御をする方法

* 冷媒系統毎のデマンド制御として使用可能

デマンド ( レベル )

CN3D*2

*2 詳細は次ページ、デマンド制御概要を参照してください。

外部入力用
アダプタ
(PAC-SC36NA)

室外ユニットへの外部からの入力により、室外ユニッ
トの低騒音運転を行います。

* 冷媒系統毎の低騒音運転として使用可能

低騒音モード（レベル）
*3*4

*3 低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.800）が OFF のときに有効となります。   スイッチ設定
（No.800）が ON の場合は低騒音モード入力および、デマンド入力により 4 段階のデマンド制御が可能です。  同一
冷媒回路系の室外ユニット台数が 2 台の場合は、8 段階デマンド制御が可能です。 同一冷媒回路系の室外ユニット台
数が 3 台の場合は、12 段階デマンド制御が可能です。

*4 低騒音モードは、室外ユニットの スイッチ設定（No.784）にて　OFF : 能力重視／ ON : 静音重視の切換えが可能
です。  

スノーセンサからの降雪信号をうけて、強制的
に室外ユニットを送風運転します。*5

*5 同一システムに複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニットごとの設定 ( 信号入力 / 出力 ) が必要になります。

スノーセンサ信号入力
（レベル）

CN3S

アクティブフィルタの運転確認信号を入力 アクティブフィルタ
運転信号入力

CNAF －

出力
室外ユニットから外部へ信号を取出す方法

* 運転状態の表示装置として使用可能
* 外部機器との連動制御として使用可能

圧縮機運転状態 *5

CN51
外部出力用
アダプタ
(PAC-SC37SA)異常状態*6

*6 同一冷媒回路系統に複数の室外ユニットが存在する場合、室外ユニット (OC) から外部へ信号を取出してください。

■CN51

■CN3D

■CN3S

室外
制御基板

アダプタ
(PAC-SC37SA)

室外

室外

(PAC-SC36NA)

(PAC-SC36NA)
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CN3D
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CN3S
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S
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（b） 室外ユニットのシステム制御
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８ 段階デマンド制御内容（室外ユニット 2 台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）が ON となっている室外ユニット 2 台（No1、2：*1）の CN3D(1-3P、1-2P) の入力状態
で以下のデマンド容量となります。

*1 室外ユニットの No.1、No.2 とは、スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットのうちアドレスが若い方を
No.1、他方を No.2 としています。
例）スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットが OS1 と OS2 の場合、No.1 ＝ OS1 、No.2 ＝ OS2 と
なります。

12 段階デマンド制御内容（室外ユニット 3 台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）が となっている室外ユニット 3 台（No.1、No.2、No.3：*1）の CN3D(1-3P、1-2P) の
入力状態で以下のデマンド容量となります。

*1 室外ユニットの No.1、No.2 、No.3 とは、スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットのうちアドレスが
若い方から順に No.1、No.2 、No.3 としています。
例）スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットが OC、OS1、OS2 の場合、No.1 ＝ OC、No.2 ＝ OS1、 
No.3 ＝ OS2 となります。

8 段階デマンド
No.2 の CN3D

1-2P 開放 短絡

No.1 の CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡
開放 開放 100% 50% 88% 75%

短絡 50% 0% 38％ 25%
短絡 開放 88% 38% 75% 63%

短絡 75% 25% 63% 50%

12 段階
デマンド

No.2の
CN3D

1-2P 開放

1-3P 開放 短絡

No.3の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 100% 67% 92% 84% 67% 34% 59% 50%

短絡 67% 34% 59% 50％ 34% 0% 25％ 17%

短絡
開放 92% 59% 84% 75% 59% 25% 50% 42%

短絡 84% 50% 75% 67% 50% 17% 42% 34%

12 段階
デマンド

No.2の
CN3D

1-2P 短絡

1-3P 開放 短絡

No.3の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 92% 59% 84% 75% 84% 50% 75% 67%

短絡 59% 25% 50% 42％ 50% 17% 42％ 34%

短絡
開放 84% 50% 75% 67% 75% 42% 67% 59%

短絡 75% 42% 67% 59% 67% 34% 59% 50%

デマンド制御概要 
1） 制御概要

室外ユニット OC および OS1、OS2 への外部信号 (CN3D の 1-2、1-3 ピン ) によりデマンド制御をおこないます。
室外ユニット OC、OS1、OS2 のスイッチ設定（No.800）の設定により、2 ～ 12 段階のデマンド制御が可能です。
室外ユニットのスイッチ設定方法は、１１.（５）（ｄ）ディップスイッチ設定●室外ユニット（１２３ページ）を参照してください。

*1 有効なデマンド機能
室外ユニット単独システム時：上表（a）（b）のみの２～４段階まで
室外ユニット 2 台組合せシステム OC ＋ OS 時：上表 (a)(b)(c)(e) の２～８段階まで
室外ユニット 3 台組合せシステム OC ＋ OS1 ＋ OS2 時：上表 (a) ～ (h) の２～ 12 段階まで

*2 スイッチ設定（No.800）が ON となっている室外ユニットの CN3D へ入力します｡全ての室外ユニットのスイッ
チ設定（No.800）が OFF の場合は OC へ入力します。
スイッチ設定（No.800）を ON とする室外ユニットは、同一冷媒系統内で任意に選択可能です。

*3 以下のような誤切替えをするとサーモ OFF （圧縮機停止）となる可能性があります。
例えば、100 → 50％に変更する場合

（誤）100％→ 0％→ 50％　：サーモ OFF となる可能性あります。
（正）100％→ 75％→ 50％

*4 デマンドの容量（％）は、圧縮機運転容量の概算値ですので、能力値は必ずしも一致しません。
*5 低騒音モードとの併用の注意

低騒音モードを有効とするためには、いずれかの室外ユニットのスイッチ設定（No.800）が OFF 状態で、その室
外ユニットの CN3D の 1-2 ピンへ閉入力とすることが必要です。
従って、全室外ユニットのスイッチ設定（No.800）が ON となる場合、以下の対応はできません。
単独システムでの４段階デマンドと低騒音モードの併用
2 台組合せシステムでの８段階デマンドと低騒音モードの併用
3 台組合せシステムでの 12 段階デマンドと低騒音モードの併用

2） 接点入力方法と制御内容
２段階デマンド制御内容
CN3D 1-3 ピン閉でサーモ OFF モードと同じ制御をおこないます。

４ 段階デマンド制御内容（室外ユニット 1 台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）が ON となっている室外ユニットの CN3D(1-3P、1-2P) の入力状態で以下のデマンド容量
となります。

No デマンド容量切替
スイッチ設定（No.800）

CN3D への入力 *2
OC OS1 OS2

（a） ２段階 (0-100%) OFF OFF OFF OC へ入力

（b）

４段階 (0-50-75-100%)  

ON OFF OFF OC へ入力

（c） OFF ON OFF OS1 へ入力

（d） OFF OFF ON OS2 へ入力

（e）
８段階 
 (0-25-38-50-63-75-88-100%)

ON ON OFF OC および OS1 へ入力

（f） ON OFF ON OC および OS2 へ入力

（g） OFF ON ON OS1 よび OS2 へ入力

12 段階 
（h）  (0-17-25-34-42-50-59-67-75-

84-92-100%)
ON ON ON OC および OS1,OS2 へ入力

CN3D
1-3
開放 100%
短絡 0%

CN3D 1-2P
1-3P 開放 短絡
開放 100% 75%
短絡 0% 50%
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８ 段階デマンド制御内容（室外ユニット 2 台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）が ON となっている室外ユニット 2 台（No1、2：*1）の CN3D(1-3P、1-2P) の入力状態
で以下のデマンド容量となります。

*1 室外ユニットの No.1、No.2 とは、スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットのうちアドレスが若い方を
No.1、他方を No.2 としています。
例）スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットが OS1 と OS2 の場合、No.1 ＝ OS1 、No.2 ＝ OS2 と
なります。

12 段階デマンド制御内容（室外ユニット 3 台のスイッチ設定（No.800）が ON の場合）
スイッチ設定（No.800）が となっている室外ユニット 3 台（No.1、No.2、No.3：*1）の CN3D(1-3P、1-2P) の
入力状態で以下のデマンド容量となります。

*1 室外ユニットの No.1、No.2 、No.3 とは、スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットのうちアドレスが
若い方から順に No.1、No.2 、No.3 としています。
例）スイッチ設定（No.800）が ON の室外ユニットが OC、OS1、OS2 の場合、No.1 ＝ OC、No.2 ＝ OS1、 
No.3 ＝ OS2 となります。

8 段階デマンド
No.2 の CN3D

1-2P 開放 短絡

No.1 の CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡
開放 開放 100% 50% 88% 75%

短絡 50% 0% 38％ 25%
短絡 開放 88% 38% 75% 63%

短絡 75% 25% 63% 50%

12 段階
デマンド

No.2の
CN3D

1-2P 開放

1-3P 開放 短絡

No.3の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 100% 67% 92% 84% 67% 34% 59% 50%

短絡 67% 34% 59% 50％ 34% 0% 25％ 17%

短絡
開放 92% 59% 84% 75% 59% 25% 50% 42%

短絡 84% 50% 75% 67% 50% 17% 42% 34%

12 段階
デマンド

No.2の
CN3D

1-2P 短絡

1-3P 開放 短絡

No.3の
CN3D 1-2P 開放 短絡 開放 短絡

No.1 の
CN3D

1-2P 1-3P 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡 開放 短絡

開放
開放 92% 59% 84% 75% 84% 50% 75% 67%

短絡 59% 25% 50% 42％ 50% 17% 42％ 34%

短絡
開放 84% 50% 75% 67% 75% 42% 67% 59%

短絡 75% 42% 67% 59% 67% 34% 59% 50%
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（８）データモニタリング機能

積算運転時間　※2
ON-OFF回数　※1
運転電流
熱交換器温度【配管温度】
外気温度
吐出圧力【高圧】
吸入圧力【低圧】　
吐出温度
高圧圧力飽和温度　
SC液側温度　※3

圧縮機

室外ユニット

熱交換器温度【配管温度】
吸込温度　
フィルタ使用時間
FAN運転時間　※2
Vベルト運転時間　※2

室内ユニット

※1　圧縮機ON-OFF回数は100回単位でデータ更新します。
例：実際の圧縮機ON-OFF回数が99回の場合、リモコン表示は0回となり、101回の場合、リモコン表示は100回となります。

※2　圧縮機積算時間、FAN運転時間、Vベルト運転時間は、10時間単位でデータ更新します。
例：実際の運転時間が9時間の場合リモコン表示は0時間となり、11時間の場合リモコン表示は10時間となります。

※3　本機種では、SC液側温度サーミスタがないため、SC液側温度は「未対応」と表示されます。 

●作業の手間を大幅に削減します。
●室内に居ながら室内・外ユニットの運転データをリモコンで確認可能です。
　■メンテナンス情報

■メンテナンス情報イメージ

熱交換器温度
【配管温度】

外気温度

吐出圧力
【高圧】

吸入圧力
【低圧】

吐出温度

インバータ

運転電流
（実効値）

積算運転時間

ON-OFF回数

圧縮機
ｵｲﾙ
ｾﾊﾟﾚｰﾀ

四方弁熱交換器

アキュームレータ

電子膨張弁

熱交換器

熱交換器温度
【配管温度】

吸込温度

フィルタ使用時間

FAN運転時間

Vベルト運転時間

室外ユニット

圧縮機

室内ユニット

運転時間積算利用時の注意事項

(1)端数の取扱い
通電が停止するとカウントされる前の端数（FAN運転時間・Vベルト運転時間は1～9時間、圧縮
機積算運転時間、フィルタ使用時間は1～59分）は0に戻ります。
運転時間積算を利用する時は、通電したままにしてください。
なお、通電が停止してもすでにカウントされた積算時間（FAN運転時間・Vベルト運転時間は10
時間単位以上、圧縮機積算運転時間、フィルタ使用時間は1時間単位以上）は保持されます。

(2)フィルタ使用時間

非表示設定時はリセットできません。

(3)ファン運転時間、Vベルト運転時間
室内ユニット1台に複数の基板がある機種のファン運転時間とVベルト運転時間は、No.1基板
（一番若いアドレス）で確認ください。

SC液側温度

（ａ）メンテナンスモード操作方法
※データモニタリング機能を使用する時は室外・室内ユニットのパネルを外さないでください
（ユニットが運転した場合ケガをするおそれがあります。）

（サービス用パスワードについては、１５６ページを参照してください。）

※集中管理中はメンテナンスモードには入れません。
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（ａ）メンテナンスモード操作方法
※データモニタリング機能を使用する時は室外・室内ユニットのパネルを外さないでください
（ユニットが運転した場合ケガをするおそれがあります。）

（サービス用パスワードについては、１５６ページを参照してください。）

※集中管理中はメンテナンスモードには入れません。
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MEES14W013.book  172 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分

DM-Eタイプの機種では、SC液側温度サーミスタがないため、SC液側温度は「未対応」と表示されます。
※室外ユニットがＰ140形では、吸入圧力[低圧]・高圧圧力飽和温度は「未対応」と表示されます。

MEES14W013.book  173 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分
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DM-Eタイプの機種では、SC液側温度サーミスタがないため、SC液側温度は「未対応」と表示されます。
※室外ユニットがＰ140形では、吸入圧力[低圧]・高圧圧力飽和温度は「未対応」と表示されます。

MEES14W013.book  173 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分
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圧縮機1

室外機1

圧縮機2

室外機2

圧縮機3

室外機3

室内機

運転電流
積算運転時間
ON-OFF回数
吐出温度
外気温度
吐出圧力【高圧】
吸込圧力【低圧】
熱交換器温度【配管温度】
SC液側温度
高圧圧力飽和温度
運転電流
積算運転時間
ON-OFF回数
吐出温度
外気温度
吐出圧力【高圧】
吸込圧力【低圧】
熱交換器温度【配管温度】
SC液側温度
高圧圧力飽和温度
運転電流
積算運転時間
ON-OFF回数
吐出温度
外気温度
吐出圧力【高圧】
吸込圧力【低圧】
熱交換器温度【配管温度】
SC液側温度
高圧圧力飽和温度
熱交換器温度【配管温度】
フィルタ使用時間
吸込温度
FAN運転時間
Vベルト運転時間

1
2
3
4
9
50
51
52
84
97
53
54
55
56
57
59
60
61
84
99
62
63
64
65
66
68
69
70
84
101
71
73
74
154
155

A
hr
回
℃
℃
MPa
MPa
℃
℃
℃
A
hr
回
℃
℃
MPa
MPa
℃
℃
℃
A
hr
回
℃
℃
MPa
MPa
℃
℃
℃
℃
hr
℃
hr
hr

データモニタ先 モニタ項目 要求コード 表示単位

MEES14W013.book  176 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分 MEES14W013.book  177 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分
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サービスメニュー〈サービス用パスワードが必要です。〉

メイン画面から、「メインメニュー」→「サービス」より各種サービスメ
ニューでの設定、操作を行います。

サービスメニューを選択するとパスワード入力画面が表示されます。
現在設定されているサービス用のパスワード（数字4桁）を入力しま
す。
　　　　　 ボタンで桁を選択し、　　　　　 ボタンにて0～9の数
字を設定します。
4桁のパスワードを入力後、　　  ボタンを押します。

パスワードが一致すると、サービスメニューが表示されます。

お願い サービス用パスワードの初期値は「9999」です。
管理者以外の方が設定変更しないよう、必要に応じ
パスワードを変更してください。パスワードは必要
な方が分かるよう適切に管理してください。

お知らせ サービス用パスワードを忘れてしまった場合、サービス
用パスワード入力画面にて　　　　　　ボタンを同時
に3秒連続押しするとパスワードを「9999」に初期化
できます。

お知らせ サービスメニューの項目によっては空調機を停止させ
る必要があります。
また、集中コントローラから集中管理中は操作できな
い場合があります。

F1

決定

F2 F3 F4

F1 F2

MEES14W013.book  180 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分

サービスパーツ対応

ASVP670HA2 ASVP800HA2 ASVP1120HA2 ASVP1400HA2 ASVP1600HA2

形　名

PAC-CP31CA
PAC-CP32CA
PAC-CP33CA
PAC-CP34CA
PAC-CP35CA
PAC-CP36CA
PAC-CP37CA

電動機出力(kW) 静電容量
(μF）
20
30
40
50
75
100
150

50Hz
ー
0.75
1.5
2.2
3.7
5.5
7.5

60Hz
0.75
1.5
2.2
3.7
5.5
7.5
ー

■進相コンデンサ適用表

（1） 取付可能部品表
（ａ） 室内ユニット適用表

下記
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サービスパーツ対応

ASVP670HA2 ASVP800HA2 ASVP1120HA2 ASVP1400HA2 ASVP1600HA2

形　名

PAC-CP31CA
PAC-CP32CA
PAC-CP33CA
PAC-CP34CA
PAC-CP35CA
PAC-CP36CA
PAC-CP37CA

電動機出力(kW) 静電容量
(μF）
20
30
40
50
75
100
150

50Hz
ー
0.75
1.5
2.2
3.7
5.5
7.5

60Hz
0.75
1.5
2.2
3.7
5.5
7.5
ー

■進相コンデンサ適用表

（1） 取付可能部品表
（ａ） 室内ユニット適用表

下記

12.  取付部品データ
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注1　プーリ仕様　　 A　150　－　20
A形ベルト1本掛 PCφ ボス内径

注2　　ベルト仕様　　A 　34
A形ベルト1本掛 ベルト長さ34インチ

PAC-CT03・04・06SPに付属のベルトは使用できません。
別途技術資料（静風圧部品選定表）を参照の上、上記PAC-CJ14～
59VBをお買求めください。

注3 

PAC-CB01SP
PAC-CB02SP
PAC-CB03SP
PAC-CC01SP
PAC-CC02SP
PAC-CC03SP
PAC-CC04SP
PAC-CC05SP
PAC-CC06SP
PAC-CC07SP
PAC-CC08SP
PAC-CC09SP
PAC-CC10SP
PAC-CC11SP
PAC-CC12SP
PAC-CC13SP
PAC-CC14SP
PAC-CC15SP
PAC-CC16SP
PAC-CC17SP
PAC-CC18SP
PAC-CC19SP
PAC-CC20SP
PAC-CC21SP
PAC-CC22SP
PAC-CV76SP
PAC-CH72SP
PAC-CV77SP
PAC-CT01SP
PAC-CT02SP
PAC-CT03SP
PAC-CT04SP
PAC-CT05SP
PAC-CT06SP
PAC-CT07SP
PAC-CT08SP

2B165-32
2B236-32
2B315-32
B165-32
B170-32
B180-32
B190-32
B200-32
B212-32
B224-32
B236-32
B250-32
B280-32
B300-32
B315-32
B355-32

2B170-32
2B180-32
2B190-32
2B200-32
2B212-32
2B224-32
2B250-32
2B280-32
2B300-32
2B315-32
2B355-32
2B400-32

A90-20
A118-20
A132-20
A150-20
A180-20
A224-20
A250-20
A280-20

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

B61 2

部品形名

●静風圧部品形名・仕様表
ファンプーリセット

注3

注3

ファンプーリ ベルト個数 個数
B36
B38
B39
B40
B41
B42
B43
B44
B45
B46
B47
B48
B49
B50
B53
B54
A44
A45
A46
A47
A49
A50
A51
A52
A53
A54
A55
A56
A58
A59

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

部品形名
Vベルト 2本入りVベルト

ベルト 個数
PAC-CB07VBX2
PAC-CB08VBX2
PAC-CB09VBX2
PAC-CB10VBX2
PAC-CB11VBX2
PAC-CB12VBX2
PAC-CB13VBX2
PAC-CB14VBX2
PAC-CB15VBX2
PAC-CB16VBX2
PAC-CC29VBX2
PAC-CC30VBX2
PAC-CC31VBX2
PAC-CC32VBX2
PAC-CC33VBX2
PAC-CC34VBX2
PAC-CC35VBX2
PAC-CC36VBX2
PAC-CC39VBX2
PAC-CC41VBX2
PAC-CC47VBX2
PAC-CC48VBX2
PAC-CC49VBX2
PAC-CH68VBX2
PAC-CH69VBX2
PAC-CH70VBX2

B56
B57
B59
B60
B61
B62
B63
B64
B65
B66
B35
B36
B37
B38
B39
B40
B41
B42
B45
B47
B53
B54
B55
B67
B70
B58

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

部品形名 ベルト 個数

PAC-CB04MP
PAC-CB05MP
PAC-CB06MP
PAC-CB30MP
PAC-CB31MP
PAC-CB32MP
PAC-CB33MP
PAC-CB34MP
PAC-CB35MP
PAC-CB36MP
PAC-CB37MP
PAC-CB38MP
PAC-CB39MP
PAC-CB40MP
PAC-CC23MP
PAC-CC24MP
PAC-CC25MP
PAC-CC26MP
PAC-CC27MP
PAC-CC28MP
PAC-CC65MP
PAC-CH71MP
PAC-CV51MP
PAC-CV52MP
PAC-CV53MP
PAC-CV54MP
PAC-CV55MP
PAC-CV56MP
PAC-CV57MP
PAC-CV58MP

2B145-28
2B155-38
2B165-38
A可変-24
A可変-28

2B135-38
2B150-38
2B160-38
2B170-38
2B180-38
2B190-38
2B200-38
2B212-38
2B224-38
B125-24
B125-28
B145-28

2B125-28
2B118-38
2B125-38
2B145-38
2B155-28
2B135-28
2B140-28
2B145-28
2B150-28
2B160-28
2B170-28
2B190-28
2B212-28

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

B54
B54
B54
B55
B55
B56
B57
B58

2
2
2
2
2
2
2
2

部品形名
モータプーリセット

モータプーリ ベルト個数 個数

PAC-CC30VB
PAC-CC32VB
PAC-CC33VB
PAC-CC34VB
PAC-CC35VB
PAC-CC36VB
PAC-CC37VB
PAC-CC38VB
PAC-CC39VB
PAC-CC40VB
PAC-CC41VB
PAC-CC42VB
PAC-CC43VB
PAC-CC44VB
PAC-CC47VB
PAC-CC48VB
PAC-CJ14VB
PAC-CJ15VB
PAC-CJ16VB
PAC-CJ17VB
PAC-CJ49VB
PAC-CJ50VB
PAC-CJ51VB
PAC-CJ52VB
PAC-CJ53VB
PAC-CJ54VB
PAC-CJ55VB
PAC-CJ56VB
PAC-CJ58VB
PAC-CJ59VB

●電動機側プーリボス部形状

●送風機プーリボス部形状

0.75 19 6

※1

※2

※1：P530-Fの場合

※2：P1000-Fの場合

MEES14W013.book  51 ページ  ２０１７年１０月２５日　水曜日　午後３時１８分
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●電動機側プーリボス部形状

●送風機プーリボス部形状

0.75 19 6

※1

※2

※1：P530-Fの場合

※2：P1000-Fの場合
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（ｂ） 室外ユニット適用表
AUCVP280HA2

DISME-100A

DISME-300A
DISME-200A×2

DISME-200A
DISME-100A

DISME-300A
DISME-200A×2

DISME-200A
DISME-100A

DISME-300A
DISME-200A×2

DISME-200A

DISME-100A

DISME-300A
DISME-200A×2

DISME-200A

DISME-100A

DISME-300A
DISME-200A×2

DISME-200A

AUCVP335HA2 AUCVP400HA2 AUCVP450HA2

AUCVP500HA2

①温水加熱器能力線図
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使用上のご注意＜蒸気・温水加熱器＞
１．暖房プルアップ時（または常時）吸込空気が０℃以下になる場合で温水・蒸気

　　 を止めると凍結する恐れがありますので，適切な凍結防止処置を施してくだ
　　さい。(温水の強制通水，蒸気トラップの最小作動圧力差を下げる。等)
２．冷房中や厳冬期で温水・蒸気加熱器をご使用にならない場合にも凍結する恐れ
　　がありますので必ず水抜きを実施してください。
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温水加熱器能力線図(1列) 温水加熱器能力線図(2列)
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（２） 取付部品データ
（ａ） 蒸気・温水ヒータ
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①温水加熱器能力線図
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使用上のご注意＜蒸気・温水加熱器＞
１．暖房プルアップ時（または常時）吸込空気が０℃以下になる場合で温水・蒸気

　　 を止めると凍結する恐れがありますので，適切な凍結防止処置を施してくだ
　　さい。(温水の強制通水，蒸気トラップの最小作動圧力差を下げる。等)
２．冷房中や厳冬期で温水・蒸気加熱器をご使用にならない場合にも凍結する恐れ
　　がありますので必ず水抜きを実施してください。
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温水加熱器能力線図(1列) 温水加熱器能力線図(2列)
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（２） 取付部品データ
（ａ） 蒸気・温水ヒータ
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●ASVP1600HA2
温水加熱器能力線図(1列) 温水加熱器能力線図(2列)
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②蒸気加熱器能力線図
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蒸気加熱器能力線図〈1列〉
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④水圧損失線図(温水加熱器)

③風量補正線図(温水・蒸気加熱器能力)
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※蒸気圧力範囲　0.01～0.147MPa
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使用上の注意
1.必要以上の圧力、流量で使用しますと機外への水洩れが発生することがあります。必ず電磁弁＜または塞止弁＞を

使用してください。
2.蒸気圧力は 0.02 ～ 0.12MPa（P670・P800 形の場合は 0.007 ～ 0.04MPa）の範囲で使用してください。
3.サーモ停止時には加湿器を ＯＦＦ するように製品本体制御基板のディップスイッチSW1-6 を OFFの設定（出荷

時の設定通り）でご使用ください。サーモ停止時にも加湿器を ONする設定で使用した場合、条件（風量・蒸気圧・
サーモ停止時間等）によっては加湿器からの蒸気が結露し、機外に露が飛び出る場合があります。

4.加湿器は暖房モードでご使用ください。冷房加湿はできません。

⒝ 蒸気スプレー式加湿器能力線図

●ASVP1120,P1400,P1600HA2
能力補正線図に記載していますので、
161ページを参照ください。
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④水圧損失線図(温水加熱器)

③風量補正線図(温水・蒸気加熱器能力)
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※蒸気圧力範囲　0.01～0.147MPa
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使用上の注意
1.必要以上の圧力、流量で使用しますと機外への水洩れが発生することがあります。必ず電磁弁＜または塞止弁＞を

使用してください。
2.蒸気圧力は 0.02 ～ 0.12MPa（P670・P800 形の場合は 0.007 ～ 0.04MPa）の範囲で使用してください。
3.サーモ停止時には加湿器を ＯＦＦ するように製品本体制御基板のディップスイッチSW1-6 を OFFの設定（出荷

時の設定通り）でご使用ください。サーモ停止時にも加湿器を ONする設定で使用した場合、条件（風量・蒸気圧・
サーモ停止時間等）によっては加湿器からの蒸気が結露し、機外に露が飛び出る場合があります。

4.加湿器は暖房モードでご使用ください。冷房加湿はできません。

⒝ 蒸気スプレー式加湿器能力線図

●ASVP1120,P1400,P1600HA2
能力補正線図に記載していますので、
161ページを参照ください。
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（ｃ）別売部品組込配置図
※ 機種によって組込み可能な別売部品が異なります。１５７ページの取付可能部品表をご参照ください。

●ASVP670,P800HA2

フィレドンフィルタ
予備フィルタ 

進相コンデンサ
進相コンデンサ取付

アタッチメント

プレナム

エリミネータ

蒸気スプレー式加湿器

遠方操作キット

蒸気･温水ヒータ
電気ヒータ（補助）

ベーパーパン

ベーパーパン
コントロールボックス
※左・右側面どちらでも

取付可能です。

※左・右側面どちらでも
取付可能です。

ベーパーパン

エリミネータ

フィレドンフィルタ

進相コンデンサ

蒸気･温水ヒータ

水スプレー式加湿器 遠方操作キット
※左・右側面どちらでも

取付可能です。

※左・右側面どちらでも
取付可能です。

ベーパーパン
コントロールボックス

※配管接続方向は、必ず冷
媒配管の取出し方向と
同じにしてください。

※配管接続方向は、必
ず冷媒配管の取出
し方向と同じにして
ください。 
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●ASVP1120,P1400,P1600HA2
※ 全て受注対応となります。

（１）試運転前の確認事項
●室内・室外ユニット据付、配管、配線作業終了後、冷媒漏れ、電源、伝送線のゆるみ、極性間違いがないか今一度確認

してください。
●電源端子台と大地間を DC500V メガーで計って 1.0ＭΩ 以上であることを確認します。1.0ＭΩ 未満の場合は運転

しないでください。
※リモコン用・伝送線用端子台の絶縁抵抗測定は絶対にしないでください。

リ

フ
フ

室外ユニットは、ファンの回転数をコントロールし能力制御をしています。そのため外気の状態によってファンは低速で回り、能力不足になら
ない限りその回転数

【手順1】12時間

【手順2】リモコンを『試運

【手順3】試運転操作を行い吹出し温

【手順4】室外ユニットのファン運

【手順5】試運

サービスメニュー画面で「試運転」を
選択し

（サービス用パスワードについては、
１５６ページを参照してください。）

試運転メニューが表示されますので、

試運転が開始され、試運転操作画面が

（※システム異常検知に最大約15分か
かる場合があるため、全システム同時

1

2

1

1

2

3

1 2

1 2

3

F1 F2 F3 F4 F1 F2 F3 F4 F1 F2 F3 F4

:

F1 F2 F3 F4

:

F1 F2 F3 F4

（２）試運転方法
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（１）試運転前の確認事項
●室内・室外ユニット据付、配管、配線作業終了後、冷媒漏れ、電源、伝送線のゆるみ、極性間違いがないか今一度確認

してください。
●電源端子台と大地間を DC500V メガーで計って 1.0ＭΩ 以上であることを確認します。1.0ＭΩ 未満の場合は運転

しないでください。
※リモコン用・伝送線用端子台の絶縁抵抗測定は絶対にしないでください。

リ

フ
フ

室外ユニットは、ファンの回転数をコントロールし能力制御をしています。そのため外気の状態によってファンは低速で回り、能力不足になら
ない限りその回転数

【手順1】12時間

【手順2】リモコンを『試運

【手順3】試運転操作を行い吹出し温

【手順4】室外ユニットのファン運

【手順5】試運

サービスメニュー画面で「試運転」を
選択し

（サービス用パスワードについては、
１５６ページを参照してください。）

試運転メニューが表示されますので、

試運転が開始され、試運転操作画面が

（※システム異常検知に最大約15分か
かる場合があるため、全システム同時

1

2

1

1

2

3

1 2

1 2

3

F1 F2 F3 F4 F1 F2 F3 F4 F1 F2 F3 F4

:

F1 F2 F3 F4

:

F1 F2 F3 F4

（２）試運転方法

13.  試 運 転
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（３）試運転異常時の対応

エラーコード
2503
4109
5101
5102
5103
5104
6600
6602
6603
6606

（ａ）室内ユニット
不具合内容 不具合内容

ドレンセンサ異常・フロートスイッチ作動
ファン異常
吸込センサ異常（TH21）
配管センサ異常（TH22）
ガス側配管センサ異常（TH23）
外気温度センサ異常
ユニットアドレス二重設定
送信エラー（伝送プロセッサーハードウェア異常）
送信エラー（伝送路BUSY）
送受信エラー（伝送プロセッサとの通信異常）

送受信エラー（ACK無しエラー）
送受信エラー（応答フレーム無しエラー）
通信受信異常(受信なし)
通信送信異常(同期回復異常)
通信送信異常(ハードウェア異常)
通信受信異常(スタートビット検出異常)
能力コードエラー
リモコンセンサ異常
組合せ異常

エラーコード
0403
1102
1301
1302
1500
4106
4220
4230
4240
4250
4255
4260
5102
5103
5104
5105

エラーコード
5107
5110
5201
5301
5305
6500
6600
6602
6603
6606
7101
7102
7105
7113
7117

（ｂ）室外ユニット
不具合内容 不具合内容

シリアル通信異常
吐出温度異常
低圧圧力異常 
高圧圧力異常
冷媒過充てん
自電源OFF異常 
母線電圧異常
放熱板過熱保護（圧縮機用）
過負荷保護（圧縮機用） 
I PM/過電流遮断異常（圧縮機用）
I PM/過電流遮断異常（ファン用） 
起動前放熱板過熱保護 
サブクールコイルバイパス出口温度センサ異常（TH2）
配管温度センサ異常（TH3） 
吐出温度センサ異常（TH4）
アキュムレータ入口温度センサ異常（TH5）

外気温度センサ異常（TH7） 
放熱板温度センサ異常（THHS） 
高圧圧力センサ異常
電流センサ/回路異常（圧縮機用） 
電流センサ/回路異常（ファン用） 
室内ユニット洗浄操作異常
ユニットアドレス二重設定
送信エラー（伝送プロセッサハードウェア異常）
送信エラー（伝送路BUSY）
送受信エラー（伝送プロセッサとの通信異常）
能力コードエラー
接続台数エラー
アドレス設定エラー
機能設定エラー
機種未設定エラー

エラーコード
4102
4115
4121

4220,4225
6600

6607
6608
7100

7102

7105
7110
7130

・施工または工事上よくあるエラーコード
不具合内容 不具合内容の説明

欠相異常 
電源同期信号異常 
高調波対策機器異常 

母線電圧異常
ユニットアドレス二重設定

送受信エラー（ACK無しエラー）
応答無しエラー
合計能力エラー

接続台数エラー

アドレス設定エラー
接続情報未設定異常
組合わせ異常

電源の欠相、または電圧の異常
電源周波数の異常
アクティブフィルタとの通信異常

インバータ母線電圧の異常
同一アドレスのユニットが存在している

送信した相手から返事が無い
コマンドの応答が無い
室内ユニットの合計能力がオーバーしている

室内外伝送線上の接続台数がゼロまたは
オーバーしている
室外ユニットのアドレス設定エラー
室内ユニットが正常に接続されていない
室内ユニットの形名エラー

対策内容
電源の各相間電圧を確認
電源の各相間電圧を確認
アクティブフィルタとの配線接続確認
アクティブフィルタの異常確認
電源の各相間電圧を確認
エラー発生元と同じアドレスのユニット
を探して、アドレスの設定を変更する
伝送線の接続確認
伝送線の接続確認
室内ユニットの形名合計を確認
OC-OS間の配線、電源を確認
室内外伝送線上に接続している室内ユニット台数を確認
室外ユニットの形名確認
室外ユニットのアドレス設定確認
伝送線の接続確認
室内ユニットの形名確認

エラーコード
6607
6608
6831
6832
6833
6834
7101
7111
7130

（ｃ）手元リモコン
リモコン

６２０１(E１)
６２０２(E２)

異常停止時、リモコン表示部に４桁の点検表示が表れますので、不具合要因の点検をお願いいたします。

（４）リモコンの動作異常と処置

リモコンシステムの場合

不具合現象または点検コード 要　　　因 チェック方法と処理

リモコンに運転表示されるが、
一部の室内ユニットが動作しない。

・室内ユニットの電源が入っていない。
・同一グループ内の室内ユニット間の配線忘れ
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

・異常発生が以下のうちどれかを確認する。
①システム全体
②冷媒系統内全て
③同一グループ内のみ
④一台の室内ユニットのみ

＜システム全体の場合
および冷媒系統内全ての場合＞

・室外ユニットの自己診断LEDを確認する
・左記項目のうち室外ユニットの関連して

いる項目を確認する。

＜同一グループ内のみ
および一台の室内ユニットのみ場合＞

・左記項目のうち室内ユニットの関連して
いる項目を確認する。

・室内ユニット（親機）の電源が入っていない。
・室内ユニット（親機）制御基板のヒューズ切れ

室内ユニット運転してもすぐリモ
コンが消える。

室内ユニットは、室内外の立ち上げが正常に完
了するまでリモコン給電されません。
・室内ユニットの電源が入っていない。
・室外ユニットの電源が入っていない。
・リモコン接続台数（２台）オーバーまたは、

室内接続台数（１６台）オーバー

・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている。
・室内外伝送線にリモコンが接続されている。
・リモコン線のショート／断線
・電源配線または伝送線のショート／断線
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（     ）され
ていない。（リモコン給電なし）

・室外ユニットの電源が入っていない。
・伝送線用給電拡張ユニットの電源が入ってい

ない。
・リモコン主従切換を従にしている。
・室内外伝送線にＭＡリモコンが接続されている。

リモコンの S
消えない。
または、 S を周期
的に繰り返す。

（室外ユニットの電源投入後
S 表示されます）

・室内ユニット（親機）の電源が入っていない。
・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている。
・室内外伝送線ショートまたは断線・接触不良
・室内ユニット（親機）制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（     ）が表
示されているが運転しない。

。
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（４）リモコンの動作異常と処置

リモコンシステムの場合

不具合現象または点検コード 要　　　因 チェック方法と処理

リモコンに運転表示されるが、
一部の室内ユニットが動作しない。

・室内ユニットの電源が入っていない。
・同一グループ内の室内ユニット間の配線忘れ
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

・異常発生が以下のうちどれかを確認する。
①システム全体
②冷媒系統内全て
③同一グループ内のみ
④一台の室内ユニットのみ

＜システム全体の場合
および冷媒系統内全ての場合＞

・室外ユニットの自己診断LEDを確認する
・左記項目のうち室外ユニットの関連して

いる項目を確認する。

＜同一グループ内のみ
および一台の室内ユニットのみ場合＞

・左記項目のうち室内ユニットの関連して
いる項目を確認する。

・室内ユニット（親機）の電源が入っていない。
・室内ユニット（親機）制御基板のヒューズ切れ

室内ユニット運転してもすぐリモ
コンが消える。

室内ユニットは、室内外の立ち上げが正常に完
了するまでリモコン給電されません。
・室内ユニットの電源が入っていない。
・室外ユニットの電源が入っていない。
・リモコン接続台数（２台）オーバーまたは、

室内接続台数（１６台）オーバー

・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている。
・室内外伝送線にリモコンが接続されている。
・リモコン線のショート／断線
・電源配線または伝送線のショート／断線
・室内ユニット制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（     ）され
ていない。（リモコン給電なし）

・室外ユニットの電源が入っていない。
・伝送線用給電拡張ユニットの電源が入ってい

ない。
・リモコン主従切換を従にしている。
・室内外伝送線にＭＡリモコンが接続されている。

リモコンの S
消えない。
または、 S を周期
的に繰り返す。

（室外ユニットの電源投入後
S 表示されます）

・室内ユニット（親機）の電源が入っていない。
・室内外伝送線がＴＢ７に接続されている。
・室内外伝送線ショートまたは断線・接触不良
・室内ユニット（親機）制御基板のヒューズ切れ

リモコンに通電表示（     ）が表
示されているが運転しない。

。
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冷(暖房)運転しても室内ユニット

システムの立上げをしています。
“PLEASE WAIT”の点滅表示が消えた後にリモコ
ンの操作をしてください。

現　　　象

が運転しない。

元電源をONしたとき約5分間
室内ユニットリモコンに右のよ
うな表示をする。

他の室内ユニットが暖（冷）房運転をしている
場合は冷（暖）房運転はできません。

リモコン表示

“冷（暖）房”
点滅表示

“PLEASE WAIT”
点滅表示

原　　　因

暖房運転中ファンが停止する。 霜取運転中はファンが停止します。霜取中

運転停止してもファンが停止し
ない。

補助電気ヒータON時は停止後１分間余熱排除
としてファンを運転します。

消　　灯
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（５）次の現象は故障（異常）ではありません
MEMO
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